第５学年○組道徳学習指導案
平成２３年１１月２４日（木曜）第５時限

指導者　○　○　○　○
１　　主題名　誠実に　１－（４）正直・誠実
２　　資料名　千羽づる　（出典「きみがいちばんひかるとき」光村図書）
３　　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

　　　人はときに自分の心の弱さに負けて、こうありたいと願う自分の思いに反して行動してしまうことがある。誠実さとは、そうした自分の心に嘘や偽りのない真っ直ぐな気持ちで生活することである。自分をよく見せようとしたり、自分の過ちや失敗を隠そうとしたりすると、結果として自分自身を裏切ることにつながる。
そこで、誠実の意味について考え、偽らざる自分と素直に向き合い、誠実に生きる力を育てたい。
　　（２）　子どもの実態について

　　　　　本学級の児童は何が正しくて、何が悪いかを判断して行動することが大切だということはよく理解している。しかし、この時期の児童は、何か失敗したときに、叱られるのが怖くてとか、責任逃れのためにとかで嘘をつく場合が少なからずある。また、自分の失敗を人のせいにしたり、他人が嘘をついたときには、厳しく追及したりする場合もある。
　　　　　学級での指導を通して、自分に正直に、思いやりの心をもって、誠実に行動するよう働き掛けてきた。そこで、この授業を通して、どんな場合にも自分に素直になって、誠実に行動することの意義について考えさせ、自分を偽らずに誠実に生きていこうとする態度を育てたい。
　　（３）　資料について

　　　　　洋子は、入院中の和子を見舞うために、仲間と千羽鶴を折る約束をする。しかしその夜、洋子はいとこの真理子に誘われて、大好きなバレエの公演を見に行ってしまう。約束の鶴を折ることができなかった洋子は、「急に熱が出たため」と嘘の言い訳をする。仲間は心配して、手分けして洋子の分の鶴を折り上げ、約束どおり和子の見舞いに行く。和子は仲間の優しい心に涙を浮かべる。その涙に洋子の心は揺れる。
　　　　　明るく誠実に生きるためにはどのような心の在り方が求められるのか、主人公洋子の心の葛藤を考えさせる資料である。本資料を通して、自分自身を見つめさせ、どんなときも自分をごまかしたり逃げたりしないで、誠実に行動しようとする心情を育てたい。
　　　　　このことは、本校の高学年の目指す子ども像の「思いやりの心をもって、集団のために主体的に行動することができる。」に迫るものである。
４　本時のねらい

　　　自分の心を正直に見つめ、誠実に生活していこうとする心をはぐくむ。　　　　　　　　　

５　準備

　（教）資料、場面絵、ワークシート
６　本時の展開

	
	学習活動
	主な発問と予測される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入
３分
	１「真心」について考える 。
	△　春木台小学校の校訓は何か知っ

ていますか。
　・ 「真心」
△　真心とはなんですか。

　・ 本当の心

　・ 思いやりの心
	・　自分の学校の校訓と結び付
けて、真心＝誠実な心について
考えさせる。

	展　開
32
分
７分
	２「千羽づる」の朗読ＣＤを聞き、洋子の心情について話し合い、誠実な行動について考える。
(1)  もう一人の自分と闘

いながらも、嘘をついてしまった洋子の気持ちについて考える。　

(２)　洋子の「嘘」に対するみんなの優しい思いやりに、揺れ動く洋子の気持ちを考える。
　　
(３)  洋子のたまらない気
持ちについて考える。　

　

３　生活を振り返り、誠実な行動について考える。


	△　朗読劇のＣＤを流します。どんな物語かしっかり聞きましょう。
· 　みんなに嘘をついてしまった

洋子についてどう思いますか。
・　嘘をつくのはよくない。
・　正直に話すべき。
・　仲間をだますなんてひどい。

・　バレエが見たかったのでしょう
がない。
・　嘘をついても、ばれなければいい。
・　約束が守れなかったので嘘をつくしかない。

△  みんなの親切な態度に、洋子はどう思ったでしょう。
・　気が重くなった。　
・　困った。　
・　どうしよう。　

・　つらい。

・　自分は悪い人間だ。

・　逃げ出したい。
・　本当のことを言うべきか迷う。
・　このまま嘘をついていよう。
・　誰も本当のことを知らないし、なるようにしかならない。
▲　洋子は最後になぜ「たまらない気持ち」になったのでしょう。
・　嘘をついた自分が嫌。
・　洋子を信じて、心から心配して
くれた仲間に申し訳ない。
・　親切な仲間を裏切った自分に耐
えられない。

・　仲間の優しさがつらい。
・　嘘をつかなければよかった。

・　ばれたらどうしよう。
　・　いまさら本当のことは言えない。

・　なぜ、本当のことを言わなかったのだろう。
・　心苦しい

・　正直に言っていれば気持ちはすっきりしていた。

・　正直は大切だ。

・　約束を守っていればこんな気持
ちにならなかった。

△　今日学んだことをふまえて、今後

への思いを書きましょう。
	・　資料を配付し、登場人物を確
認し、物語に集中させる。
・　揺れ動く洋子の気持ちを押さえて、自分の弱さに負けてしまう洋子の心の葛藤を考えさせる。
・　自分の軽い気持ちで嘘をついた経験と重ねながら、洋子の取った態度をとらえさせる。
・　自分ならどうするかも考え
させる。
・　仲間の誠実さ、親切な心に着目させるとともに、だんだんと揺れ動いていく洋子の心に注目させる。
・　「なぜ、あのとき真実を言ってみんなに謝らなかったのか。」という後悔の気持ちを引き出し、ねらいにせまる。

・　自分を守るためについた嘘が、結果として自分自身を苦しめていることに気付かせる。
・ 「たまらない気持ち」にならないためにはどうすべきだったかも考えさせる。
・　ワークシートに書かせる。
・　数人の児童に発表させる。

	終末
３分
	４　教師の説話を聞く。
	△  校訓の「真心」にはこんな素敵な意味があります。
	・　真心を大切にし、誠実に生活することへの意欲を高めて終わる。



　　
－９－
板書計画
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みんなの親切な態度に、洋子はどう思ったでしょう





うそをついてしまった洋子についてどう思いますか





場面絵④





洋子は最後になぜ「たまらない気持ち」になったのでしょう





場面絵②





場面絵③





千羽づる








　





・うそはよくない　・正直に話すべき　


・仲間をだますなんてひどい　・悪い子





・バレエがみたかったのでしょうがない


・うそをついてもばれなければいい


・しかたがない





・


・気が重い　・困った　・どうしよう　・つらい


・自分は悪い人間だ　・逃げ出したい　


・本当のことを言うべきか迷う


・このままうそをついていよう


・だれも本当のことを知らないからいいかな








・自分が嫌　・仲間に申し訳ない　・後悔


・仲間の優しさがつらい　・ばれたらどうしよう


・いまさら言えない　・心苦しい


・正直に言っていればすっきりしていた


・正直は大切だ


・約束を守っていればこんな気持ちにならなかった








場面絵①











